
2005

今月の主な内容

11月号
ふれ愛
  ネットワーク
ふれ愛
  ネットワーク

広　報広　報 2005年11月１日発行
高知県日高村広報編集委員会
2005年11月１日発行
高知県日高村広報編集委員会

No.443

（霜月）

●村制50周年記念 2

●運動会特集 4

●学校だより 6

………

……………

……………

●人権新聞 7

●information 10

●ヴィニース日記 16

………………

……………

…………

10月９日日高村村制50周年記念式典からの１枚です。
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去
る
10
月
９
日
、
日
高
村
制

施
行
50
周
年
を
祝
う
記
念
式
典

が
日
下
小
体
育
館
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
引
き
続
き
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
祝
賀
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

日
高
村
は
、
昭
和
29
年
10
月

15
日
に
日
下
村
、
能
津
村
、
加

茂
村
の
一
部
が
合
併
し
て
誕
生

し
、
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
年
５
月
に
各
地
区

及
び
各
種
団
体
の
代
表
者
、
議

会
な
ど
の
ご
協
力
に
よ
り
日
高

村
制
施
行
50
周
年
実
行
委
員
会

が
立
ち
上
が
り
、
記
念
行
事
等

に
つ
い
て
の
協
議
が
重
ね
ら
れ

て
今
回
の
式
典
が
挙
行
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
午
後
２
時

か
ら
日
高
中
学
校
吹
奏
楽
部
22

名
に
よ
る
「
川
の
流
れ
の
よ
う

に
」
な
ど
２
曲
の
演
奏
と
、
環

頭
太
鼓
31
名
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
勇
壮
な
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、

会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
式
典
に
移
り
、
中
野

村
長
の
式
辞
、
森
下
議
長
の
挨

拶
の
後
、
消
防
団
活
動
等
で
多

大
な
功
績
の
あ
っ
た
鎮
西
靖
氏

（
長
崎
）
に
対
し
て
日
高
村
功

労
表
彰
が
、地
方
自
治
や
農
業
、

消
防
等
で
功
績
の
あ
っ
た
54
の

個
人
・
団
体
に
対
し
て
村
制
施

行
50
周
年
記
念
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
50
周
年
記
念

式
典
等
に
ご
協
力
の
あ
っ
た
６

名
に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
村
制
施
行
50
周
年
記

念
歌
「
さ
ら
り
」
の
合
同
合
唱

が
行
わ
れ
、
日
下
小
学
校
を
中

心
に
能
津
小
、
加
茂
小
の
４
年

生
か
ら
６
年
生
約
80
名
の
児
童

と
、
よ
さ
こ
い
高
知
国
体
で
活

躍
さ
れ
た
合
唱
隊
メ
ロ
デ
ィ
ー

ズ
コ
ス
モ
ス
や
環
頭
太
鼓
、
わ

の
わ
会
等
の
み
な
さ
ん
方
あ
わ

せ
て
約
40
名
が
、
振
り
付
け
も

交
え
て
合
唱
し
、
舞
台
で
は
日

高
村
民
踊
部
に
よ
る
日
高
音
頭

も
披
露
さ
れ
、
会
場
は
感
動
の

渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

日
高
村
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
開
催

日
高
村
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
開
催
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こ
の
「
さ
ら
り
」
と
い
う
曲

は
、
７
月
に
村
内
小
、
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、
日

高
村
の
イ
メ
ー
ジ
を
募
集
し
、

集
ま
っ
た
単
語
や
短
い
言
葉
を

用
い
て
、
前
日
下
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
で
長
山
田
の
濱
田
善
久

さ
ん
が
、
作
詞
・
作
曲
し
て
く

だ
さ
っ
て
誕
生
し
た
と
て
も
素

敵
な
歌
で
す
。
こ
の「
さ
ら
り
」

の
合
同
合
唱
で
、
大
人
の
合
唱

隊
と
一
緒
に
な
っ
て
歌
う
子
ど

も
た
ち
の
青
空
の
よ
う
に
明
る

く
元
気
な
歌
声
は
、
日
高
の
未

来
は
明
る
い
と
い
う
こ
と
を
象

徴
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
、
と

て
も
心
強
く
感
動
的
な
も
の
で

し
た
。

　

４
時
半
か
ら
行
わ
れ
た
祝
賀

会
で
は
、
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
や
農
漁
村
女
性
グ
ル
ー
プ

研
究
会
な
ど
日
高
村
内
の
７
グ

ル
ー
プ
が
、
日
高
の
特
産
品
を

使
っ
た
り
、
昔
な
が
ら
の
料
理

を
工
夫
し
た
り
し
て
、
心
を
込

め
て
つ
く
っ
た
日
高
な
ら
で
は

の
「
こ
だ
わ
り
味
メ
ニ
ュ
ー
」

約
24
種
類
の
料
理
が
ず
ら
っ
と

並
び
、
参
加
者
は
山
菜
寿
司
や

土
佐
ジ
ロ
ー
た
た
き
、
ア
ユ
の

塩
焼
き
な
ど
に
舌
鼓
を
打
ち
な

が
ら
、
50
年
を
振
り
返
り
、
な

つ
か
し
い
話
に
花
が
咲
い
て
い

ま
し
た
。



沖名 下分 能津

加茂 本郷
57 62

63 87

64

日下保育園日下保育園日下保育園日下保育園

能
津
小
学
校

能
津
小
学
校

能
津
小
学
校

能
津
小
学
校

東部保育所能津分所東部保育所能津分所東部保育所能津分所東部保育所能津分所

東部保育所東部保育所東部保育所東部保育所

加茂小・中学校
合同運動会
加茂小・中学校
合同運動会
加茂小・中学校
合同運動会
加茂小・中学校
合同運動会日

下
小
学
校

日
下
小
学
校

日
下
小
学
校

日
下
小
学
校

　10月16日（日）、日下小グラウンドにおいて、
平成17年度日高村村民運動会が開催されました。
今年も昨年に引続き本郷チームが優勝しました。
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　今年も、お客様に楽しんで頂ける
ステージをめざして部員一同、心を
一つにがんばっています。３年生に
とっては最後の演奏会です。たくさ
んの方々と一緒に楽しい時間を過ご
したいと思います。ぜひ、ご来場く
ださい。

日　時　11月20日（日）　13：30開演
場　所　日下小学校 体育館

入場無料

◆ 日高中学校吹奏楽部 ◆

曲目　キラキラ
　　　川の流れのように
　　　「ハウルの動く城」メドレー　ほか

　
日
高
中
学
校
の

２
年
生
は
、
10
月

17
日
（月） 

か
ら
５
日

間
に
わ
た
っ
て
、

職
場
体
験
学
習
「
わ

く
わ
く
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ

Ｓ
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
年
の
職

場
体
験
学
習
は
村

内
外
16
事
業
所
の

ご
協
力･

ご
理
解

に
よ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
こ

の
職
場
体
験
学
習
を
総
合
的
な
学
習
の
時
間

の
取
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
て
、
本
年
は
「
目

的
意
識
を
持
っ
た
体
験
学
習
と
す
る
」「
交

渉
能
力
を
身
に
付
け
る
」「
自
己
の
進
路
を

見
つ
め
る
」
と
い
う
、
三
つ
の
ね
ら
い
を
実

現
す
る
た
め
に
取
組
み
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。

　
職
場
体
験
学
習
で
は
、
ふ
だ
ん
の
学
校
・

家
庭
生
活
で
は
な
か
な
か
得
る
こ
と
の
で
き

な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
体
験
学

習
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
出
会
い
や

働
く
と
い
う
こ
と
の
大
変
さ
、
厳
し
さ
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
働
く
こ
と
を
通
じ
て
の
喜

び
を
味
わ
い
、
社
会
生
活
を
送
っ
て
い
く
う

え
で
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
た
く
さ
ん
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
員
が
し
っ
か
り
と

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
、
そ
こ
で
な
け
れ
ば

で
き
な
い
よ
う
な
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
職
場
体
験
学
習
を
引
き
受
け
て
い
た

だ
い
た
事
業
所
の
方
々
へ
、
心
よ
り
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
16
の
事
業
所
は
、

次
の
通
り
で
す
。

霧
山
茶
業
組
合
、
日
下
小
学
校
、
日
下
保

育
園
、
佐
川
地
質
館
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
日

高
、
渋
谷
自
動
車
、
東
部
保
育
所
、
得
得

日
高
店
、
中
裕
建
設
、
ポ
テ
ト
シ
ブ
ヤ
、

い
も
屋
金
二
郎
、
松
岡
花
店
、
森
下
電
気
、

レ
ス
ト
ラ
ン
高
知
、
わ
の
わ
、
ロ
ー
ソ
ン

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
事
業
所
の
み
な
さ
ん
、

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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The  Human  Rights

発　行
教育委員会

　
韓
流
ブ
ー
ム
に
わ
き
か
え
る
日
本
。

最
近
は
、
韓
国
の
俳
優
さ
ん
や
歌

手
の
み
な
さ
ん
が
活
躍
さ
れ
て
い

る
姿
を
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
よ
く
見

か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
日
は
県
内
の
グ
ル
ー

プ
が
韓
国
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

太
鼓
や
よ
さ
こ
い
踊
り
を
披
露
し

て
い
る
様
子
が
報
道
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
韓
国
の
映
画
や

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
歌
な
ど
を
き
っ

か
け
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
近
く
て

遠
い
国
で
あ
っ
た
韓
国
の
生
活
や

文
化
に
ふ
れ
、
交
流
す
る
機
会
が

増
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
日
本
で
生
活
し

て
い
る
在
日
コ
リ
ア
ン
の
み
な
さ

ん
は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
社
会
の

中
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
前
回
に
ひ
き
つ
づ
き
、『
外
国
人

の
人
権
（
在
日
コ
リ
ア
ン
）』
を
テ
ー

マ
に
、
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
の
出
来
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
み
な
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
か
？

　
韓
国
の
文
化
に
ふ
れ
、
交
流

が
盛
ん
に
な
る
一
方
で
、
こ
の

方
た
ち
の
よ
う
に
、
と
て
も
悔

し
い
思
い
を
し
て
い
る
在
日
コ

リ
ア
ン
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
日

本
で
生
ま
れ
、
生
活
し
て
い
る

み
な
さ
ん
が
、
在
日
コ
リ
ア
ン

と
い
う
理
由
で
差
別
を
受
け
て

い
る
現
実
が
、
今
も
あ
る
の
で
す
。

　
様
々
な
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

『
世
界
』
が
と
て
も
近
い
存
在
に

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
様
々

な
新
し
い
出
会
い
を
意
味
し
て

い
ま
す
。
そ
の
出
会
い
を
す
ば

ら
し
い
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

思
い
こ
み
や
決
め
つ
け
で
は
な
く
、

き
ち
ん
と
理
解
し
、
お
互
い
を

認
め
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
ま
ず
、
自
分

自
身
を
見
つ
め
直
す
こ
と
か
ら
、

は
じ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

〜
外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て
〜

〜
外
国
人
の
人
権
に
つ
い
て
〜

【
妹
】「
お
姉
さ
ん
、
悪
い
け
ど
結
婚
式
に
は
着
物
で
出
席
し
て
く
れ
な
い
か
な
。」

【
私
】「
日
本
の
着
物
を
着
て
み
た
か
っ
た
か
ら
い
い
よ
。」

　
次
の
日
、
ま
た
妹
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

【
妹
】「
お
姉
さ
ん
、
申
し
訳
な
い
ん
だ
け
ど
、
名
字
の
漢
字
を
『
金
』
か
ら
『
鉄
』
に
変
え
て

も
ら
え
な
い
か
な
。」

【
私
】「
い
い
よ
。
…
そ
ん
な
に
相
手
に
気
を
使
う
な
ら
、
私
は
か
ま
わ
な
い
か
ら
。」

　
こ
れ
で
終
わ
り
か
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
ま
た
次
の
日
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

【
妹
】「
お
姉
さ
ん
、
ご
め
ん
。
昨
日
の
話
な
ん
だ
け
ど
、
名
前
も
変
え
て
も
ら
い
た
い
の
。
名

前
が
本
名
だ
と
、
そ
の
名
前
で
誰
も
が
す
ぐ
に
『
日
本
人
じ
ゃ
な
い
』
と
わ
か
る
で
し
ょ

う
。
だ
か
ら
、
名
前
を
変
え
て
結
婚
式
に
出
席
し
て
ほ
し
い
の
。」

【
私
】「
ど
う
し
て
そ
こ
ま
で
し
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
の
？ 

そ
れ
だ
っ
た
ら
、
私
は
結
婚
式
に
は

出
席
し
ま
せ
ん
！
」

　
結
局
、
私
は
結
婚
式
に
は
出
席
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
数
日
後
、
妹
が
理
由
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
の
想
像
し
て
い
た
と
お
り
で
し
た
。

【
妹
】「
結
婚
相
手
の
親
御
さ
ん
は
理
解
を
し
て
く
れ
て
い
る
け
ど
、
親
戚
が
な
か
な
か
理
解
を

し
て
く
れ
な
い
。
娘
が
在
日
コ
リ
ア
ン
だ
と
い
う
こ
と
が
周
り
に
知
れ
る
と
、
そ
の
後
、

い
じ
め
に
あ
う
か
も
し
れ
な
い
、
怖
い
。
在
日
を
隠
す
の
が
娘
の
た
め
だ
と
思
っ
て
、
お

姉
さ
ん
に
つ
ら
い
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
。
ご
め
ん
ね
。」

　
私
は
悔
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
二
つ
の
名
前
』

『
二
つ
の
名
前
』

　
私
の
夫
は
在
日
コ
リ
ア
ン
二
世
で
す
。
私
は
25
年
ほ
ど
前
、

韓
国
か
ら
日
本
に
来
て
夫
と
結
婚
し
、
現
在
は
高
知
県
に
住

ん
で
い
ま
す
。

　
数
年
前
、
県
外
に
住
ん
で
い
る
義
理
の
妹
の
娘
（
在
日
三

世
）
が
結
婚
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
出
来
事
で
す
。

　
結
婚
式
を
間
近
に
控
え
た
あ
る
日
、
そ
の
妹
か
ら
電
話
が

か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

『
二
つ
の
名
前
』

高
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局
人
権
教
育
課
　
編
集
・
発
行

み
ん
な
で
つ
く
る
人
権
学
習
よ
り
抜
粋
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　子どもたちが、豊かな感性と想像力を育むため、生の舞台芸能にふれる機会を提供する「こども文化浴事業」
が、日高村内でも実施されました。この事業は、平成10年から、子どもたちにシャワーを浴びるように生の
演劇や音楽を見てほしいと高知県が実施しています。今年も44会場で公演が行われています。
　村内では、社会福祉センター、加茂中、日下小の３会場で２つの講演がありました。

こども文化浴事業 「音の旅人」10／12　「THE狂言」10／18、19

　狂言は、難しい劇ではなく、おかしいおかしい喜劇でした。言葉
は理解できなくても、子どもたちは大笑いでした。地域の方の参加
もありました。
　日本の伝統芸能、狂言をより身近に感じることができました。

村内保育園児を対象
とした、珍しい楽器
演奏やワイヤーアー
ト、パントマイムな
ど、もりだくさんの
楽しい音楽会でした。
保護者の方の参加も
ありました。

英
語
ク
ラ
ブ

「Good morning class !」 「Good morning teacher!」
　元気な声で、英語クラブのスタート。今回は、図書館がアスベスト調査で休館しているため、役場の会議
室でおこないました。
　Ａグループは、ローマ字を組み合わせて言葉を作るなど、思いついたら
どんどん発表していました。
　Ｂグループでは、英語の曲にあわせたダンスを多く取り入れています。
 今回は、♪Hello,How do you do？♪ という曲で楽しくダンス。
 ダンスが大好きな子どもたちは、いつもノリノリで笑顔がはじけています。
「もう１回やろう！」とメイ先生にリクエスト。
そんな素直な感性・やる気を持った子どもたちの姿を大切にしていきたい
と感じました。
　毎回楽しみながら英語に触れ、仲間とも楽しい時間を過ごしていますよ。

● 9：30  福祉センター集合
●14：30  解散

◆ふるさとウォーキング◆
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○
年
金
相
談
の
受
付
時
間
延
長

　

11
月
７
日
㈪
か
ら
11
日
㈮
ま
で
の
５
日
間
と
、
14
日
㈪
は
、
県
下
４
つ
の
社

会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
年
金
相
談
の
受
付
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
東
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
11
月
21
日
㈪
と
28
日
㈪
に
つ
き
ま

し
て
も
、
年
金
相
談
の
受
付
時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
お
り
ま
す
。

○
休
日
の
年
金
相
談

　

11
月
６
日
㈰
と
12
日
㈯
は
、
県
下
４
つ
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

通
常
よ
り
混
雑
も
少
な
い
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国保税、県村民税、固定資産税、介護保険料のお支払いは、口座振替が便利です。

－国民年金－
お問い合わせは  24－5112

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
に
よ
り
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
が
か
か
る
た

め
、
支
払
者
で
あ
る
社
会
保
険
庁
は
、
年
金
を
支
払
う
際
に
所
得
税
を
源

泉
徴
収
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

所
得
税
に
は
各
種
控
除
が
あ
り
ま
す
が
、控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、「
扶

養
親
族
等
申
告
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

社
会
保
険
庁
は
、
所
得
税
の
各
種
控
除
を
行
う
た
め
、
毎
年
11
月
中
旬

に
課
税
対
象
者
（
65
歳
未
満
で
年
金
額
が
108
万
円
以
上
の
方
、
65
歳
以
上

で
年
金
額
が
158
万
円
以
上
の
方
）
に
、
扶
養
親
族
等
申
告
書
（
は
が
き
）

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

扶
養
親
族
等
申
告
書

を
提
出
し
な
い
と
、
各

種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず

所
得
税
の
源
泉
徴
収
税

額
が
多
く
な
り
ま
す
の

で
、
同
封
の
手
引
き
を

よ
く
読
み
正
し
く
記
入

の
上
、
必
ず
提
出
期
限

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
前
年
の
申
告
内
容
か

ら
変
更
が
な
い
方
に

つ
い
て
も
提
出
が
必

要
で
す
。

＊
障
害
年
金
・
遺
族
年

金
に
は
税
金
が
か
か

ら
な
い
た
め
、
扶
養

親
族
等
申
告
書
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限で
す。期限内に納めるようにしましょう。

◎国民年金保険料の支払いは、便利でお
得な『口座振替』をご利用ください。

＊年金にかかる税金の仕組み＊
社会保険庁（社会保険業務センター）

老齢年金受給者のうち、源泉徴収される方
受け取る年金額が108万円以上（65歳以上の方は158万円以上）の方

老　齢　年　金　受　給　者

扶養親族等
申告書の送付
毎年11月中旬

扶養親族等
申告書の提出
提出期限
毎年12月初旬頃

支払年金額
＝年金支給額
　－所得税額
　－介護保険料

源泉徴収票の送付
（老齢年金受給者全員）

毎年１月下旬

納
税

税
務
署

　

所
得
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
平
成
17
年
分
の
所
得
の
申
告
か
ら
、
国
民
年

金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
際
に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
17
年
１
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保

険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額
を
記
載
し
た
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
際
に
は
、
こ
の
証
明
書
や
領
収
証
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を
行
う
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
17
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
、
本
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
証
明
書
の
発
送
は
平
成
18
年
２
月

上
旬
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
証
明
書
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
証
明
書
表
面
に
記
載
さ
れ
た
お
問

い
合
わ
せ
先
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

証
明
書
及
び
領
収
証
書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
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ご存じですか？家庭裁判所の成年後見の手続

【審判（成年後見等の開始・　　　
　　　　　成年後見人等の選任）】
○家庭裁判所は、最も適任と思われる方を成年後
見人等に選任します。事情に応じて、弁護士、
司法書士、社会福祉士等の第三者を成年後見人
等に選任することもあります。

○成年後見人等に対する報酬は、仕事の内容など
を考慮して、家庭裁判所が定めることになって
います。

　最近、母が認知症になり、判断や記憶がしっ
かりしていないようで心配です。悪質な住宅リ
フォームなどの契約を結ばされないかな…。
　母の権利がきちんと守られるようにするには、
どうしたらいいのでしょうか？

　認知症の父の入院費用を払うために、父名義の
定期預金を解約して資金を作る必要があるのです。
　でも、勝手に父の定期預金を解約することなん
てできないし、どうすればいいのでしょう？

　息子は、知的障害を持っています。今は私が元気
だから自宅で一緒に生活できるけど、今後、私が面
倒をみられなくなった場合、施設への入所手続など
が必要になるかもしれない…。
　息子の生活や気持ちに配慮しながら、息子に代わっ
て入所契約などを結んでくれるような人を選ぶこと
はできないでしょうか？

認知症、知的障害、精神障害等により判断能力が不十分な方は、家庭裁判所の

成年後見の手続を利用できます成年後見の手続を利用できます
　成年後見の手続（後見開始の審判、保佐開始の審判、補助開始の審判）
により、成年後見人等が選ばれます。
　成年後見人等は、本人の気持ちを尊重し、かつ本人の心身の状態や生活
状況に配慮しながら、契約などを代理し、本人の財産を管理することによっ
て、本人の権利を守ります。
　詳しくは、最寄りの家庭裁判所にお問い合わせください。

詳しくは、最寄りの家庭裁判所にお問い合わせください。
また、家庭裁判所に備え付けのリーフレット
　　「成年後見制度を利用される方のために」もご利用ください。

【手続相談】
後見等開始の手続の流れや、申立てに必要な書類等について、ご説明します。

【申立て】
○申立てには、申立書、申立手数料（１件につき
800円）、登記印紙、郵便切手、戸籍謄本、住民
票、成年後見に関する登記事項証明書、診断書な
どが必要です。

○鑑定が必要となるケースでは、スムーズに手続を
進めるために、申立ての時に鑑定料を予納しても
らうこともあります。

【審問・調査・鑑定等】
○必要に応じ、裁判官又は家庭裁判所調査官が事情を
尋ねたり、問い合わせたりする場合もあります。
○後見と保佐については、通常、本人の判断能力につ
いて鑑定を行います。

一般的な手続きの流れ一般的な手続きの流れ一般的な手続きの流れ
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ご存じですか？家庭裁判所の成年後見の手続

【審判（成年後見等の開始・　　　
　　　　　成年後見人等の選任）】
○家庭裁判所は、最も適任と思われる方を成年後
見人等に選任します。事情に応じて、弁護士、
司法書士、社会福祉士等の第三者を成年後見人
等に選任することもあります。

○成年後見人等に対する報酬は、仕事の内容など
を考慮して、家庭裁判所が定めることになって
います。

　最近、母が認知症になり、判断や記憶がしっ
かりしていないようで心配です。悪質な住宅リ
フォームなどの契約を結ばされないかな…。
　母の権利がきちんと守られるようにするには、
どうしたらいいのでしょうか？

　認知症の父の入院費用を払うために、父名義の
定期預金を解約して資金を作る必要があるのです。
　でも、勝手に父の定期預金を解約することなん
てできないし、どうすればいいのでしょう？

　息子は、知的障害を持っています。今は私が元気
だから自宅で一緒に生活できるけど、今後、私が面
倒をみられなくなった場合、施設への入所手続など
が必要になるかもしれない…。
　息子の生活や気持ちに配慮しながら、息子に代わっ
て入所契約などを結んでくれるような人を選ぶこと
はできないでしょうか？

認知症、知的障害、精神障害等により判断能力が不十分な方は、家庭裁判所の

成年後見の手続を利用できます成年後見の手続を利用できます
　成年後見の手続（後見開始の審判、保佐開始の審判、補助開始の審判）
により、成年後見人等が選ばれます。
　成年後見人等は、本人の気持ちを尊重し、かつ本人の心身の状態や生活
状況に配慮しながら、契約などを代理し、本人の財産を管理することによっ
て、本人の権利を守ります。
　詳しくは、最寄りの家庭裁判所にお問い合わせください。

詳しくは、最寄りの家庭裁判所にお問い合わせください。
また、家庭裁判所に備え付けのリーフレット
　　「成年後見制度を利用される方のために」もご利用ください。

【手続相談】
後見等開始の手続の流れや、申立てに必要な書類等について、ご説明します。

【申立て】
○申立てには、申立書、申立手数料（１件につき
800円）、登記印紙、郵便切手、戸籍謄本、住民
票、成年後見に関する登記事項証明書、診断書な
どが必要です。

○鑑定が必要となるケースでは、スムーズに手続を
進めるために、申立ての時に鑑定料を予納しても
らうこともあります。

【審問・調査・鑑定等】
○必要に応じ、裁判官又は家庭裁判所調査官が事情を
尋ねたり、問い合わせたりする場合もあります。
○後見と保佐については、通常、本人の判断能力につ
いて鑑定を行います。

一般的な手続きの流れ一般的な手続きの流れ一般的な手続きの流れ
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「
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

「
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

「
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

　

高
知
保
険
医
協
会
は
県
下
の
医
師
・
歯
科
医

師
約
600
名
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。
左
記
の

内
容
で
朝
９
時
か
ら
翌
朝
９
時
ま
で
、
24
時
間

同
じ
テ
ー
マ
の
テ
ー
プ
を
流
し
て
い
ま
す
。
健

康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
電
話
番
号
は

０
８
８

－

８
３
２

－

５
２
６
６で

す
。

▼
月
曜
日　

入
れ
歯
に
な
る
人
と
な
ら
な
い
人
の

　
　
　
　
　

分
か
れ
道

▼
火
曜
日　

外
科
外
来
で
よ
く
見
る
皮
膚
・
皮
下

　
　
　
　
　

腫
瘤

▼
水
曜
日　

突
発
性
難
聴

▼
木
曜
日　

自
己
臭
妄
想

▼
金
曜
日　

高
血
圧
症
は
生
活
習
慣
病
の
ひ
と
つ

▼
土
・
日　

潰
瘍
性
大
腸
炎

11
月

※
日
曜
日
、
祝
日
は
前
日
と
同
じ

　

テ
ー
マ
が
流
れ
ま
す
。

の
ご
案
内

10
月
の
広
報
で
掲
載
し
て
お
り
ま
し
た
日
高
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
電
話
番
号
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

誤　

２
４

－

４
０
０
３

　
　

正　

２
４

－

７
７
８
５

　

お
詫
び
と
訂
正
を
い
た
し
ま
す
。
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1 

放
し
飼
い
は

絶
対
や
め
ま
し
ょ
う

　

散
歩
に
連
れ
て
い
く
代
わ
り
に
「
う

ち
の
犬
は
お
と
な
し
い
か
ら
…
。」
と

安
易
に
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
飼
い
主

が
い
ま
す
。
飼
い
主
が
知
ら
ぬ
間
に
、

咬
傷
事
件
を
起
こ
す
・
通
学
路
の
子
ど

も
を
怖
が
ら
せ
る
・
近
所
の
迷
惑
犬
に

な
る
等
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ

し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
飼
い
方
に
対
し
て
は
飼

い
主
の
重
大
な
過
失
責
任
が
問
わ
れ
、

放
し
飼
い
の
犬
に

と
っ
て
も
交
通
事
故

や
感
染
症
等
の
危
険

な
被
害
に
遭
う
機
会

が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

家
族
の
一
員
と
し

て
責
任
を
も
っ
て
係

留
し
て
飼
い
ま
し
ょ

う
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
！

〜
犬
は
家
族
の
一
員
で
す
。

愛
情
と
責
任
を
も
っ
て
最
後
ま
で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
〜

犬の飼い方について苦情が年々増えています。
例えば「放し飼いの犬が危険なので保護してほしい。」
　　　「放し飼いの犬に田畑を荒らされて困っている。」
　　　「隣人が庭先で飼っている犬のフンの後始末をしないので悪臭を発し大変迷惑している。」

犬を飼っている皆さん、次のことを必ず守ってください。

2 

必
ず
フ
ン
の

後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う

　

道
路
、
公
園
を
は
じ
め
公
共
の
場

所
や
私
有
地
は
ト
イ
レ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
土
地
だ
か
ら
と
い
っ
て

放
置
し
た
ま
ま
で
い
る
と
、
悪
臭
を
発

し
ご
近
所
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
実
際
こ
の
よ
う
な
苦
情

が
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
よ
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

フ
ン
の
放
置
は
そ
の
地
域
に
と
っ

て
は
大
変
迷
惑
な
こ
と
で
す
。
責
任

を
も
っ
て
フ
ン
の
後
始
末
を
し
ま
し
ょ

う
。

3 
犬
を
す
て
な
い
で
！

　

飼
え
な
い
子
犬
が
生
ま
れ
る
前
に
避

妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、都
合
で
飼
え
な
く
な
っ
た
ら
、

新
た
に
飼
っ
て
く
れ
る
方
を
見
付
け
ま

し
ょ
う
。

　

犬
に
対
す
る
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

　

飼
い
始
め
た
犬
は
命
あ
る
か
ぎ
り
終

生
大
事
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。
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information
ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を

や
め
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近

で
焼
却
す
る
習
慣
は
、
ご
み
の

量
が
少
な
く
、
ご
み
収
集
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
な
い
頃
に
は
、

ご
み
処
理
の
た
め
に
相
応
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な

り
、
ご
み
質
も
複
雑
に
な
っ
て

い
ま
す
。
焼
却
は
十
分
管
理
さ

れ
た
焼
却
炉
で
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。 や

め
よ
う
…　

ご
み
の
野
焼
き

　

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す　

　

野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に

対
す
る
苦
情
、
最
近
で
は
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
心
配
す
る

声
も
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野

焼
き
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対

策
を
し
た
焼
却
炉
の
数
千
倍
か

ら
数
万
倍
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が

発
生
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を

減
ら
そ
う

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く

微
量
で
も
ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ

す
な
ど
様
々
の
強
い
毒
性
が
あ

る
う
え
に
非
常
に
分
解
さ
れ
に

く
い
た
め
、
土
、
川
、
海
↓
生

物
↓
食
物
↓
人
と
食
物
連
鎖
に

よ
り
次
々
に
濃
縮
汚
染
さ
れ
、

人
に
害
毒
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
更
に
心
配
な
の

は
、
母
体
や
母
乳
↓
赤
ち
ゃ
ん

の
ル
ー
ト
で
の
影
響
で
す
。
21

世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

も
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

中
央
西
福
祉
保
健
所　

環
境
課

☎
０
８
８
９

－

２
２

－

１
２
８
６

　

日
高
村
役
場　

健
康
福
祉
課

　
　

☎
２
４

－

７
８
５
１

◎「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により廃棄
物の野焼きは一部の例外を除いて禁止されています。

◎野焼きは直接罰の対象となります。

３年以下の懲役もしくは300万円
以下の罰金、またはこれらの両方

秋
の
火
災
予
防
運
動
始
ま
る

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空

気
が
非
常
に
乾
燥
し
、
風
の

強
い
日
が
多
い
こ
と
か
ら
火

災
が
発
生
し
や
す
く
、
ま
た

一
旦
火
災
が
発
生
す
る
と
急

速
に
延
焼
拡
大
し
、
大
火
に

な
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
毎
年
こ
の
時
期
に
あ
ら

た
め
て
、住
民
の
皆
様
に「
火

の
用
心
」
に
対
す
る
関
心
を

も
っ
て
い
た
だ
き
、
火
災
予

防
思
想
の
普
及
並
び
に
啓
発

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
11

月
９
日
㈬
を
「
１
１
９
番
の

日
」
と
定
め
、
11
月
15
日
㈫

ま
で
の
１
週
間
、「
あ
な
た

で
す　

火
の
あ
る
く
ら
し
の

見
は
り
役
」
の
防
火
標
語
の

も
と
全
国
一
斉
に
秋
季
火
災

予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

仁
淀
消
防
管
内
で
は
、
平

成
17
年
１
月
〜
９
月
ま
で
の

間
に
、
建
物
火
災
７
件
、
林

野
火
災
２
件
、
車
両
火
災
３

件
、
そ
の
他
火
災
８
件
と
合

計
20
件
の
火
災
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

３
つ
の
習
慣

★
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

（
毎
年
た
ば
こ
は
出
火
原
因
の

上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
た
ば

こ
の
投
げ
捨
て
、
消
し
忘
れ
、

寝
た
ば
こ
等
は
、
絶
対
に
止
め

ま
し
ょ
う
。）

★
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

（
寒
さ
と
と
も
に
ス
ト
ー
ブ
な

ど
の
暖
房
器
具
を
使
い
始
め
ま

す
が
、
使
用
前
に
は
必
ず
点
検

整
備
を
行
い
正
し
い
使
い
方
で

使
用
し
ま
し
ょ
う
。）

★
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

（
食
生
活
の
変
化
に
伴
い
、
冷

凍
食
品
の
普
及
と
と
も
に
、
住

宅
火
災
の
原
因
で
コ
ン
ロ
火
災

（
天
ぷ
ら
油
等
）
に
よ
る
も
の

が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
天

ぷ
ら
を
揚
げ
る
温
度
は
180
度
、

こ
の
温
度
に
達
す
る
時
間
は
約

５
分
、
天
ぷ
ら
油
が
自
然
発
火

す
る
温
度
は
約
360
度
、
そ
の
温

度
に
達
す
る
時
間
が
約
15
分
〜

20
分
。
コ
ン
ロ
使
用
中
に
そ
の

場
を
離
れ
る
場
合
は
必
ず
火
を

消
し
て
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。）

住宅防火  いのちを守る  ７つのポイント  －３つの習慣・４つの対策－

4
つ
の
対
策

★
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
具
を
設
置
す

る
。

★
寝
具
や
衣
類
を
火
災
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使

用
す
る
。

★
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

（
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

安
全
暖
房
器
具
・
調
理
器
具
や

燃
え
に
く
い
カ
ー
テ
ン
な
ど
の

防
炎
物
品
及
び
寝
具
な
ど
の
防

炎
製
品
の
使
用
も
有
効
で
す
。）

★
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

（
放
火
を
除
く
、
建
物
火
災
に

よ
る
死
者
の
大
半
が
高
齢
者
、

乳
幼
児
等
で
占
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
お
年
寄
り
や
子
ど
も
た
ち

の
よ
う
な
災
害
弱
者
は
、
１
階

の
す
ぐ
戸
外
に
避
難
で
き
る
場

所
に
寝
室
を
と
り
、
整
理
整
頓

に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。）

火
事
・
救
急
は　

１
１
９
番

火
災
等
問
い
合
わ
せ
は

☎
０
８
８

－

８
９
３

－

３
８
０
０

仁
淀
消
防
組
合
消
防
署

☎
０
８
８

－

８
９
３

－

３
２
２
１

春
野
分
署

☎
０
８
８

－

８
９
４

－

３
４
３
０

吾
北
分
署

☎
０
８
８

－

８
６
７

－

２
８
１
２

日
高
分
署　

☎
２
４

－

５
４
１
１
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　通信教育事業を行うＮＨＫ学園では広域通信制高等学校、福祉通信教育、および生涯学習通信講座の学生・受
講者を募集しています。まずは、無料の案内書・願書をご請求ください。

ＮＨＫ学園学生・受講者募集中

　

郵
便
局
で
は
、
11
月
１
日
㈫
か
ら
お
年
玉
付
年
賀
葉

書
を
発
売
し
ま
す
。

　

種
類
は
、
裏
面
に
正
月
ら
し
い
イ
ラ
ス
ト
を
配
し
た

絵
入
り
２
種
類
（「
て
ま
り
と
こ
い
ぬ
」「
う
ぐ
い
す
と

紅
梅
」）
の
ほ
か
、「
無
地
」、
パ
ソ
コ
ン
愛
好
者
に
好

評
を
い
た
だ
い
て
い
る
「
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
」、
く

ぼ
み
入
り
葉
書
も
発
売
し
ま
す
。

　

お
近
く
の
郵
便
局
ま
た
は
、
切
手
類
販
売
所
で
お
早

め
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵
便
局
職
員
に

も
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

「うぐいすと紅梅」

親しいお友達に…
遠く離れたあの方に…

「無地」・
「インクジェット紙」 「てまりとこいぬ」

〜
あ
な
た
か
ら
も
来
る
と
う
れ
し
い
年
賀
状
〜

お
年
玉
付
年
賀
葉
書
11
月
１
日
発
売
！

お
年
玉
付
年
賀
葉
書
11
月
１
日
発
売
！

「無地」・

名　称 目的・特徴 履修年数 募集対象 申込方法 願書受付 消印
有効

広域通信制
高等学校　

普通科

全国のどこでもだれでも入学可能。
放送を利用した特色ある教育課程
で３年間で高校卒業資格が得られま
す。基本は自宅での学習。登校は月
に１～２回です。

３年
（ただし
転編入あり）

中学校を卒業した方、ま
たは2006年３月に卒業見
込の方。高等学校中退者
他。

ご請求により入学案内書と
願書をお届け。願書提出後、
面接などと合わせて合否を
通知。

2006年
２月１日～４月20日 必着

選　科

高卒程度認定試験の科目と同じ科目
を１年間で８科目まで自由に選んで
学習でき、単位を取得した科目は、
高卒程度認定試験が免除されます。

１年
中学校を卒業した方、
2006年３月に卒業見込の
方。高等学校中退者他。

2006年
２月１日～４月20日 必着

専攻科・社会福祉
コース
※教育訓練給付制
　度対象

介護福祉士の養成と地域社会を創る
コミュニティ・ボランティアの育成
を目指しています。介護福祉士受験
資格取得可能。

２年
高等学校を卒業した方、
または2006年３月に卒業
見込の方。

ご請求により案内書と願書
をお届け。願書、課題作文
等により入学選考。

2006年
２月１日～３月１日 必着

厚生労働省指定
社会福祉士養成課程

高齢者や障害者に対して福祉に関
する相談援助を専門的に行う国家資
格・社会福祉士を目指します。受験
資格取得可能。

２年

①４年制大学卒業者。②
短大、高校卒業後福祉施
設で２～４年以上の相談
援助業務の経験のある方。

ご請求により案内書と願書
をお届け。願書、小論文に
より選考。

2005年12月20日～
2006年３月２日 必着

生涯学習通信講座

趣味や教養、資格から実用まで。目
的に合わせて200以上の講座・コー
スがあります。これまでに460万人
あまりの方がご受講されています。

講座により３
か月から１年
まで。他に延
長期間あり。

一般
ご請求により案内書をお届
け。電話・FAX・ホームペー
ジから申込み受付可能。

通年申込受付（時期
により教材お届けに
３週間ほどかかるこ
とがあります）

－

※年齢はどの講座についても制限はございません。
※案内書・願書の請求は下記まで。各課程、講座詳細についてもお気軽にお尋ねください。
〒186－8001　東京都国立市富士見台2－36　☎ 042－572－3151㈹　FAX 042－574－1006
ホームページ　http://www.n-gaku.jp

■募集内容
高等学校普通科18年度入学（新入生・転入生・編入生）、
社会福祉コース（介護福祉士受験資格取得・２年制）、
社会福祉士養成課程（社会福祉士受験資格取得・２年制）、
生涯学習通信講座（受講期間３か月～１年・年中受付）

■募集期間（募集時期）
高等学校　　　　　2006年２月１日～４月20日
社会福祉コース　　2006年２月１日～３月１日
社会福祉士養成課程　2005年12月20日～2006年３月２日
生涯学習通信講座　随時入学可

■問い合わせ・資料請求先（無料送呈）
ＮＨＫ学園　☎ 042－572－3151　　FAX 042－574－1006
〒186－8001　東京都国立市富士見台2－36　フリーダイヤル　0120－06－8881（資料請求のみ）



池野いちび選

○
待
合
の
一
輪
さ
し
の
彼
岸
花

寺
田　

信
子

　

こ
の
句
は
待
合
の
場
所
で
の
彼
岸
花

を
詠
ん
だ
と
こ
ろ
に
お
も
し
ろ
み
が
あ

り
ま
す
。
野
や
山
に
群
が
っ
て
い
る
彼

岸
花
も
美
し
い
で
す
が
、
一
輪
だ
け
の

彼
岸
花
も
ま
た
美
し
い
も
の
で
す
。

○
秋
風
で
元
気
な
笑
顔
敬
老
日

山
中　

照
子

　

九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
。
敬
老
会

で
の
俳
句
で
し
ょ
う
か
。
心
身
と
も
に

元
気
な
そ
の
笑
顔
が
何
よ
り
で
す
。

○
秋
彼
岸
仏
壇
に
上
ぐ
お
は
ぎ
か
な

藤
岡　

政
子

　

秋
彼
岸
は
秋
分
の
日
の
前
後
一
週
間

で
す
が
、
手
づ
く
り
の
お
は
ぎ
を
上
げ

て
ご
先
祖
の
供
養
を
し
な
が
ら
で
き
た

句
で
し
ょ
う
。

○
紫
の
桔
梗
の
つ
ぼ
み
は
じ
く
音

山
中　

静
江

　

秋
の
七
草
の
一
つ
で
あ
る
桔
梗
は
青

紫
色
の
美
し
い
花
。
ふ
っ
く
ら
と
し
た

そ
の
蕾
が
し
ず
か
に
開
く
音
を
心
で
聞

き
と
っ
た
の
で
す
。

○
句
を
始
め
二
度
目
の
秋
の
彼
岸
花

山
中　

憲
子

　

こ
の
コ
ス
モ
ス
俳
句
会
を
始
め
た

の
が
昨
年
（
平
成
十
六
年
）
の
九
月

二
十
一
日
で
、
そ
の
日
の
憲
子
さ
ん
の

句
が
〝
な
き
人
を
思
ひ
出
さ
せ
る
彼
岸

花
〞
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
一
年
が
た
ち

ま
し
た
。
熱
心
で
め
き
め
き
俳
句
の
腕

を
あ
げ
て
い
る
作
者
で
す
。

○
昼
寝
覚
夢
か
現
か
電
話
な
る

山
中　

芳
子

　

夏
は
疲
れ
や
す
く
寝
不
足
が
ち
に
な

る
の
で
昼
に
寝
て
や
す
む
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
昼
寝
か
ら
覚
め
た
時
の
電

話
の
音
。
あ
り
の
ま
ま
素
直
に
詠
ん
だ

句
で
す
。

○
夏
休
み
竹
馬
づ
く
り
じ
じ
の
顔

河
村　

時
子

　

夏
休
み
に
な
っ
て
お
じ
い
さ
ん
に
竹

馬
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
。
お
じ
い
さ
ん
と
お
孫
さ
ん

の
う
れ
し
そ
う
な
顔
が
見
え
て
く
る
よ

う
で
す
。

○
店
頭
に
供
物
並
び
て
秋
彼
岸

き
ま
ぐ
れ
小
犬

　

仏
様
に
供
え
る
彼
岸
用
の
色
々
な

物
が
み
せ
さ
き
に
並
ん
で
い
る
の
を
見

て
、
彼
岸
が
来
た
の
だ
な
あ
と
感
じ
た

の
で
す
。
ち
な
み
に
俳
句
で
単
に
彼
岸

と
い
え
ば
春
の
彼
岸
の
こ
と
で
す
が
、

秋
分
の
日
を
中
心
に
し
た
秋
の
そ
れ
は

「
秋
彼
岸
」
と
い
い
ま
す
。

○
つ
ゆ
草
も
空
も
青
く
て
秋
彼
岸

山
本
眞
知
子

　

露
草
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
生
え
て
あ

ざ
や
か
な
藍
色
の
花
を
つ
け
ま
す
。
ま

た
、
秋
彼
岸
の
頃
は
空
も
真
っ
青
で
さ

わ
や
か
な
時
で
す
。

俳
句
教
室

コ
ス
モ
ス　
　
寸
評　

い
ち
び
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柏
井　

皓
子

○
試
食
し
て
夫
の
選
び
し
葡
萄
買
ふ

甲
州
葡ぶ

萄ど
う

は
古
く
か
ら
有
名
で
あ
る

が
、
い
ま
は
、
改
良
品
種
や
温
室
の
マ

ス
カ
ッ
ト
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
種
類
が

あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
試
食
し
て
選

ぶ
の
で
あ
る
が
、
掲
句
は
、〝
夫
の
選

び
し
〞に
俳
味
が
あ
る
。

橋
詰
登
志
子

○
し
や
が
ん
で
も
伸
び
上
つ
て
も
花
野
か
な

花は
な

野の

は
秋
の
草
が
色
と
り
ど
り
に
咲
き

乱
れ
た
野
で
あ
る
。
は
な
や
か
な
反
面
に

淋
し
さ
も
添
い
、
昼
の
虫
の
音
も
聞
え
て

哀
れ
深
い
。
そ
の
中
で
、
し
ゃ
が
ん
で
み

た
り
、
の
び
あ
が
っ
て
も
み
た
り
し
て
。

川
瀬　

晴
恵

草
原
の
牛
は
自
在
に
秋
高
し

餌
や
れ
ば
藻
を
く
ぐ
り
寄
る
目
高
か
な

川
瀬　

英
子

飛
ぶ
雲
の
山
に
影
あ
り
今
日
の
秋

笹
の
波
光
放
ち
て
天
高
し

島
田　
　

瞳

冷
や
し
た
る
葡
萄
触
る
れ
ば
こ
ぼ
れ
け
り

葡
萄
剥
ぐ
汁
は
ん
か
ち
を
染
め
に
け
り

鎮
西　

美
緒

さ
わ
や
か
に
ひ
び
く
鈴
の
音
神
の
庭

鉦
の
緒
の
赤
を
ぬ
ら
し
ぬ
秋
の
雨

中
村　

梅
子

校
庭
を
ふ
ち
ど
る
街
の
彼
岸
花

秋
の
日
に
透
け
る
明
る
さ
あ
り
に
け
り

中
山　

美
根

両
脇
に
子
を
抱
い
て
ゐ
る
ば
つ
た
か
な

秋
晴
や
捨
て
て
は
な
ら
ぬ
夢
が
あ
る

南
部
記
代
子

秋
晴
れ
の
ソ
ー
ラ
ン
節
や
ア
ン
コ
ー
ル

親
子
に
て
二
人
三
脚
天
高
し

浜
田　

博
子

草
虱
付
け
た
る
ま
ま
の
投
票
所

秋
の
日
を
掴
ん
で
話
す
手
話
の
指濱

田　
　

幸

自
家
作
と
句
会
で
配
る
黒
葡
萄

黒
雲
も
薄
く
な
る
か
と
月
を
待
つ森

下　

花
子

行
列
の
お
台
場
跡
や
曼
珠
沙
華

粉
吹
き
て
黒
光
り
す
る
葡
萄
か
な岩

村　

さ
と

横
顔
に
疲
れ
の
見
え
て
秋
の
風

葡
萄
買
い
恩
師
の
見
舞
い
友
と
行
く

伊
野
部
哲
也

洗
い
上
ぐ
葡
萄
の
粒
の
曇
り
か
な

散
ら
ば
り
て
や
お
ら
寄
せ
来
る
稲
雀

片
岡　

幸
枝

大
根
を
蒔
き
て
安
ら
ぐ
誕
生
日

伏
流
の
音
に
添
ひ
ゆ
く
千
草
か
な門

田
の
ぶ
子

少
し
づ
つ
色
増
や
し
ゆ
く
花
野
か
な

若
木
に
も
柿
の
豊
年
鈴
生
り
に

池
野
い
ち
び

一
つ
づ
つ
描
い
て
葡
萄
の
房
と
な
る

岩
を
出
て
岩
に
砕
け
る
秋
の
水
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交通事故発生状況

○
開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

○
休
館
日
　
月
・
祝
日

○
貸
出

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、

　
２
週
間

　
　
20
―
１
５
３
３

図書館利用案内

　
現
在
、
コ
ス
モ
ス
文
庫

は
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
の
た

め
利
用
が
制
限
さ
れ
、
皆

様
に
は
た
い
へ
ん
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

読
書
週
間
が
終
わ
る
ま
え

に
開
館
で
き
る
か
ど
う
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
期
間

中
に
予
定
し
て
い
た
展
示

や
折
紙
教
室
は
日
を
ず
ら

し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
読
書
週
間
（
10
月
27
日
〜
11
月
９
日
）

初
日
の
10
月
27
日
が
、
今
年
か
ら
「
文
字･

活
字
文
化
の
日
」
と
な
り
ま
し
た
。「
文

字･

活
字
文
化
の
日
」
は
、
今
年
の
夏
（
平

成
17
年
７
月
29
日
）
に
制
定
さ
れ
た
『
文

字･

活
字
文
化
振
興
法
』
に
よ
っ
て
決
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
文
字
・

活
字
に
親
し
み
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
文
字･

活
字
文
化
の
振
興
策
の
策
定

と
実
施
を
、
国
や
地
方
自
治
体
の
責
務
と
定
め
て
い
ま
す
。
私
た
ち

と
し
て
も
、「
文
字
・
活
字
文
化
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
本
と
人
々
を

結
ぶ
架
け
橋
と
し
て
、
日
高
村
立
図
書
館
が
村
民
の
皆
様
の
お
役
に

立
て
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
ま
す

し
、
図
書
館
に
も
条
文
の
み
で
す
が
資
料
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（
コ
ピ
ー
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

ご迷惑をおかけしていますご迷惑をおかけしています

文
字･

活
字
文
化
の
日

文
字･

活
字
文
化
の
日

●日高村住民及び本村に関係のある方
●作品は無審査とする
●作品搬入は12月２日（全日）と３日（午前中）
　教育委員会事務局まで
●作品搬出は12月５日（月）午後１時～５時

作 品 募 集

・展示できる額縁をつける
　こと
・作品の大きさは自由
・出品は１人４点まで

・出品は１人３点まで

　　　　　（木工・竹・ワラ等）
・出品は１人３点まで

・出品は１人５点まで

・わくばり、額入り又は台
　紙をつけること
・出品は１人３点まで

・出品は１人５点まで

・出品は１人２点まで

・搬入については事務局に
　お問い合わせください

〔
出
品
規
定
〕

◎
一
般
の
部

◎園児・児童・生徒の部
　●村内の保育園児・小中学校児童・生徒の作品を展示します。

主催／日高村文化推進協議会・日高村教育委員会
お問い合わせ／　24-5115　教育委員会まで

と　き　12月３日（土）、４日（日）、５日（月）
じかん　９時～17時（５日は正午まで）
ところ　日下小学校体育館

　
こ
ん
に
ち
は
日
高
村
の
み
な
さ
ん
！
私
は
今
、

す
ば
ら
し
い
秋
の
季
節
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

特
に
美
し
い
秋
の
色
彩
を
見
る
の
が
好
き
で
す
。

色
と
り
ど
り
の
紅
葉
は
見
事
で
す
。
ま
た
季

節
な
ら
で
は
の
、
お
い
し
い
ミ
カ
ン
や
柿
を

味
わ
え
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ほ
ん
と

う
に
お
い
し
い
で
す
ね
！

　
台
風
シ
ー
ズ
ン
は
ま
だ
終
わ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
今
年
は
台

風
の
襲
来
が
少
な
く
、
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
あ
ん
な
に
多
く

の
台
風
の
襲
来
を
受
け
た
去
年
と
大
違
い
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

悲
し
い
こ
と
に
、
今
年
は
世
界
各
地
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
起

き
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
「
カ
ト
リ
ー

ナ
」
や
ご
く
最
近
の
北
パ
キ
ス
タ
ン
の
大
地
震
な
ど
で
す
。
た
く

さ
ん
の
方
が
亡
く
な
り
、
負
傷
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
様
子
を
ニ

ュ
ー
ス
で
見
る
の
は
、
本
当
に
つ
ら
い
こ
と
で
す
。
た
だ
一
つ
の

救
い
は
、
世
界
各
国
か
ら
援
助
物
資
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
多

く
の
あ
た
た
か
い
手
が
差
し
の
べ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
世
界
中
の

全
て
の
人
び
と
が
、
と
も
に
見
つ
め
あ
い
、
支
え
合
い
な
が
ら
生

き
て
い
る
の
で
す
。

　
私
は
今
年
、
日
高
村
民
運
動
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
運
動
会
当
日
は
す
ば
ら
し
い
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
多

く
の
村
民
と
一
緒
に
競
技
を

観
戦
し
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
私
が
一
番
気
に
入
っ

た
種
目
は
「
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ

ト
ル
・
テ
イ
ク
オ
フ
」
で
す
。

何
人
か
の
子
ど
も
た
ち
が
す

ぐ
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
キ
ャ

ッ
チ
す
る
一
方
で
、
別
の
子

ど
も
は
な
か
な
か
う
ま
く
キ
ャ
ッ
チ
が
で
き
な
い
。
本
当
に
面
白

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
今
年
私
は
い
く
つ
か
の
リ
レ
ー
競
技
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
疲
れ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
で
す
。

特
に
「
年
齢
別
リ
レ
ー
」
は
楽
し
か
っ
た
。
こ
れ
は
保
育
園
児
か

ら
始
ま
っ
て
60
歳
代
の
人
ま
で
リ
レ
ー
し
て
い
く
競
技
で
す
。
綱

引
き
も
面
白
か
っ
た
で
す
。
能
津
の
女
性
チ
ー
ム
は
め
ち
ゃ
く
ち

ゃ
強
い
。
男
性
の
チ
ー
ム
に
挑
戦
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
、

絶
対
い
け
る
よ
！
本
郷
チ
ー
ム
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

最
後
に
、
日
高
村
民
運
動
会
は
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も
本
当
に
楽

し
い
１
日
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
お
疲
れ
様
で
し
た
、
そ

し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
じ
ゃ
ー
ね
！

日
高
村
Ａ
Ｌ
Ｔ
　
ヴ
ィ
ニ
ー
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

　　　１～９月分（９月）
人身事故　　31件 （２件）
死　　者　　０名 （０名）
傷　　者　　32名 （２名）

　　　　　　９月末現在
　　　　　　   （前月比）
世帯数 　 2,431　（＋１）
人　口 　 6,187人（＋２）
　　　 男 2,940人（＋２）
　　　 女 3,247人（ ０）
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